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従
来
、
保
険
診
療
と
自
費
診
療
と
の
混
在

は
混
合
診
療
と
し
て
全
く
認
め
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
近
年
の
医
療
の
進
歩
は
す
さ

ま
じ
く
、
高
度
な
先
進
医
療
が
次
々
と
開
発

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
、
ま
だ
保
険
適

用
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
新
し
い
医
療
を
受

け
た
場
合
は
、
新
し
い
医
療
を
受
け
た
診
療

は
勿
論
、
保
険
適
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
診

療
ま
で
が
自
費
診
療
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
ま
り
に
過
重
な
こ
の
負
担
を
軽
減
す
る
目

的
で
、
昭
和
５９
年
（
１
９
８
４
年
）、
健
康

保
険
法
が
改
正
さ
れ
、
自
費
診
療
の
一
部
を

保
険
で
給
付
す
る
『
特
定
療
養
費
制
度
』
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
従
来
の
保
険

適
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
診
療
部
分
の
保
険

給
付
は
、
高
度
先
進
医
療
を
受
け
た
場
合
で

も
可
能
と
な
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
し
た
。 

　
そ
の
後
「
特
定
療
養
費
制
度
」
は
拡
大
さ

れ
、
現
在
以
下
の
様
な
診
療
行
為
が
、
こ
の

制
度
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

１
．
選
定
療
養 

◇
特
別
療
養
環
境
室
（
差
額
ベ
ッ
ド
）
へ

の
入
院  

◇
紹
介
が
必
要
な
２
０
０
床
以
上
の
病
院

で
の
紹
介
状
の
な
い
初
診
（
緊
急
や

む
を
得
な
い
場
合
等
を
除
く
）
│
初

診
時
特
定
療
養
費
│ 

◇
入
院
治
療
の
必
要
性
が
低
い
１
８
０
日

を
超
え
る
入
院 

◇
薬
事
法
規
定
に
よ
る
治
験
（
医
薬
品
対

象
に
限
る
）
に
係
る
診
療
　
　
　
な
ど 

２
．
高
度
先
進
医
療 

　
保
険
適
用
と
さ
れ
て
い
な
い
高
度
先
進
医

療
を
、
大
学
病
院
な
ど
の
「
特
定
承
認
保
険

医
療
機
関
」
で
受
け
た
と
き
に
限
り
、
技
術

料
以
外
の
医
療
費
（
診
察
料
・
薬
剤
料
・
入

院
料
な
ど
）
を
「
特
定
療
養
費
」
と
し
て
給

付
（
医
療
機
関
へ
支
払
い
）
し
、
保
険
の
枠

か
ら
は
ず
れ
た
分
の
差
額
は
患
者
さ
ん
が
自

己
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
前
記
「
選
定
療
養
」
の
２
項
目
目
『
初
診

時
特
定
療
養
費
』
は
、
平
成
８
年
４
月
１
日

の
健
康
保
険
法
の
改
正
で
厚
生
労
働
省
が
定

め
た
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
地
域
の
医
院
・

ク
リ
ニ
ッ
ク
と
病
床
数
２
０
０
床
以
上
の
病

院
と
の
役
割
分
担
と
連
携
を
進
め
る
た
め
に
、

２
０
０
床
以
上
の
病
院
で
の
初
診
に
対
し
て
、

他
の
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介
状
が
な
い
場
合

に
は
、
初
診
の
特
定
療
養
費
と
し
て
患
者
の

自
己
負
担
を
求
め
る
も
の
で
す
。 

　
地
域
の
医
院
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
住
民
の

方
が
気
軽
に
受
診
で
き
て
、
身
近
に
よ
く
起

こ
る
病
気
の
治
療
や
健
康
管
理
を
行
う｢

か

か
り
つ
け
医｣

と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

一
方
、
当
院
は
、
か
か
り
つ
け
医
な
ど
か
ら

紹
介
を
受
け
て
、
よ
り
専
門
的
な
医
療
・
検

査
・
入
院
治
療
を
行
う
役
割
を
担
い
ま
す
。 

　
当
院
は
こ
の
よ
う
な
役
割
分
担
を
推
進
す

る
こ
と
で
、
良
質
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
１３
年
８
月

１
日
よ
り
、
初
診
時
特
定
療
養
費
と
し
て

１
，５
７
５
円
頂
い
て
い
ま
し
た
。
昨
年
の

平
成
１６
年
８
月
に
『
地
域
医
療
支
援
病
院
』

の
承
認
を
受
け
、
よ
り
地
域
医
療
に
お
け
る

役
割
分
担
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
の
に
従
い
、

平
成
１７
年
４
月
１
日
よ
り
２
，６
２
５
円
に

変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
に
は
、

地
域
医
療
連
携
に
お
け
る
当
院
の
役
割
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ご
了
承
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

Ｊ
Ａ
広
島
総
合
病
院
 

　
　
病
院
長
　
角
　
重
信
 

「
初
診
時
特
定
療
養
費
」
に
つ
い
て

撮
影
・
正
畠
忠
貴 
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診
療
科
紹
介

麻
酔
科
・
集
中
治
療
科

主
任
部
長 

　
中
尾 

正
和 

主
任
部
長
代
理 

　
松
本 

千
香
子 

部
　
長 

　
白
石 

成
二 

部
　
長 

　
東
　
俊 

晴 

医
　
師 

　
松
原 

由
紀 

主
任
部
長 

（
集
中
治
療
室
） 

　
吉
田
　
研
一 

　
麻
酔
科
は
Ｓ
６２
年
に
２
名
の
麻
酔
科
医
で

開
設
さ
れ
、
Ｈ
１７
年
４
月
現
在
は
６
名
（
Ｈ

１７
年
度
中
に
７
名
に
増
員
予
定
）
で
す
。
う

ち
吉
田
は
Ｈ
１１
年
８
月
に
開
設
さ
れ
た
集
中

治
療
部
門
を
専
任
担
当
し
て
い
ま
す
。 

　
一
般
の
方
々
に
は
麻
酔
科
と
い
う
診
療
科

は
な
じ
み
が
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

５０
年
く
ら
い
前
に
外
科
か
ら
分
化
し
ま
し
た
。

麻
酔
は
医
師
で
あ
れ
ば
誰
が
担
当
し
て
も
医

師
法
上
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
安

全
な
麻
酔
管
理
を
行
う
た
め
に
は
専
門
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
特
殊
技
術
が
必
要
と
さ
れ
、

指
導
病
院
／
専
門
医
制
度
が
最
初
に
確
立
さ

れ
た
診
療
科
は
麻
酔
科
で
し
た
。
と
く
に
、

昨
今
の
高
齢
化
社
会
や
生
活
習
慣
病
の
増
加

に
伴
い
危
険
因
子
を
お
持
ち
の
患
者
様
が
増

え
、
麻
酔
科
専
門
医
の
必
要
性
が
一
層
高
ま

っ
て
い
ま
す
。 

　
麻
酔
科
の
特
徴
は
、
当
院
が
麻
酔
科
学
会

認
定
指
導
病
院
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
ス
タ

ッ
フ
全
員
が
、
麻
酔
科
学
会
認
定
の
専
門
医

（
な
い
し
指
導
医
）
で
あ
る
こ
と
で
す
。
麻

酔
科
専
門
医
が
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
ご
高
齢
の

方
ま
で
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
麻
酔
管
理
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
麻
酔
科
管
理
症

例
数
は
増
加
傾
向
で
２
０
０
４
年
は
２
７
５

０
名
あ
ま
り
で
し
た
。
術
後
の
痛
み
が
大
き

い
手
術
で
は
、
精
密
持
続
硬
膜
外
麻
酔
や
Ｐ

Ｃ
Ａ
（
患
者
様
自
ら
が
痛
み
に
応
じ
て
ボ
タ

ン
を
押
し
て
鎮
痛
薬
を
追
加
投
与
で
き
る
参

加
型
治
療
法
）
も
利
用
し
て
い
ま
す
。
重
症

患
者
様
に
は
集
中
治
療
室
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
で
の

継
続
的
な
治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
術
中
の
麻
酔
管
理
は
単
に
技
術
だ
け
で
な

く
、
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
の
整
備
に
も
努
力
し
て

い
ま
す
。
九
つ
全
て
の
手
術
室
に
お
い
て
麻

酔
中
の
高
次
脳
波
モ
ニ
タ
ー
が
可
能
で
す
（
写

真
Ｂ
）。（
当
院
ク
ラ
ス
の
病
院
で
全
室
に
お

い
て
脳
波
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
で
き
る
の
は
ま

だ
全
国
で
も
数
施
設
で
、
西
日
本
で
は
当
院

の
み
で
す
！
）
麻
酔
中
の
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン

の
自
動
取
り
込
み
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
技
術
も
導
入

し
て
い
ま
す
。（
写
真
Ｃ
） 

             

　
麻
酔
科
外
来
で
は
麻
酔
を
う
け
る
患
者
様

の
手
術
前
診
察
や
説
明
以
外
に
、
麻
酔
科
医

の
術
中
全
身
管
理
の
技
術
を
広
げ
、
ペ
イ
ン

ク
リ
ニ
ッ
ク
（
疼
痛
外
来
）
や
救
急
麻
酔
科

と
し
て
休
日
夜
間
の
救
急
外
来
患
者
様
の
フ

ォ
ロ
ー
を
お
こ
な
う
総
合
診
療
部
門
と
し
て

の
役
割
や
集
中
治
療
室
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
で
の
高

度
治
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　
　http://w

w
w
.hirobyo.jp/  

も
ご
ら
ん
下
さ
い
。 写真C　モニター機器も統合した麻酔器 

写真B　高次脳波モニターBIS

写真A　術中風景　心臓血管外科術中食道エコー 
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入
院
患
者
さ
ん
の 

食
事
の
管
理
と
調
理 

血
液
検
査

栄
養
科
紹
介

　„
生
活
習
慣
病
“
こ
の
恐
ろ
し
さ
を
本

当
に
理
解
し
て
い
る
人
は
ま
だ
少
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
よ
く
ご
存
じ
の
高

血
圧
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
、
痛
風
、
肥

満
な
ど
悪
し
き
生
活
習
慣
の
繰
り
返
し
に

よ
っ
て
起
こ
る
病
気
の
総
称
が
„
生
活
習

慣
病
“
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
が
、
こ
の

„
生
活
習
慣
病
“
と
こ
れ
ら
を
誘
因
す
る

│
例
え
ば
食
生
活
の
欧
米
化
、
高
齢
化
、

ス
ト
レ
ス
、
運
動
不
足
、
喫
煙
な
ど
が
私

た
ち
の
血
管
を
蝕
ん
で
い
る
の
で
す
。
こ

れ
が
„
動
脈
硬
化
“
と
い
わ
れ
る
も
の
で

す
。„
動
脈
硬
化
“
は
大
別
す
る
と
『
血

管
壁
が
固
く
な
る
も
の
』
と
『
血
管
が
詰

ま
る
も
の
』
と
が
あ
り
ま
す
。„
動
脈
硬

化
“
だ
か
ら
と
い
っ
て
痛
み
を
伴
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
状
態
を
放
置
す

る
と
脳
梗
塞
、
脳
卒
中
、
狭
心
症
、
心
筋

梗
塞
等
と
い
っ
た
命
に
関
わ
る
疾
患
を
発

生
さ
せ
る
原
因
と
な
る
の
で
す
。
現
在
日

本
の
死
亡
原
因
１
位
は
悪
性
新
生
物
（
が

ん
）
で
す
が
、
こ
の
動
脈
硬
化
が
関
連
す

る
心
疾
患
、
脳
疾
患
を
合
わ
せ
る
と
が
ん

に
並
び
ま
す
。
つ
ま
り
、
動
脈
硬
化
は
が

ん
と
並
ぶ
ほ
ど
重
要
な
病
気
な
の
で
す
。 

　
こ
の
動
脈
硬
化
を
簡
単
に
、
素
早
く
正

確
に
測
定
す
る
方
法
と
し
て
当
院
で
は
Ｃ

Ａ
Ｖ
Ｉ
…
心
臓
足
首
血
管
指
数
と
Ａ
Ｂ
Ｉ

…
足
関
節
上
腕
血
圧
比
と
い
う
指
標
を
用

い
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
は
動
脈
の
硬
さ

を
、
Ａ
Ｂ
Ｉ
は
動
脈
の
詰
ま
り
を
推
定
出

来
る
指
標
で
す
。 

　
従
来
の
動
脈
硬
化
測
定
法
で
用
い
ら
れ

て
い
た
指
標
は
、
血
圧
の
値
が
そ
の
計
測

値
に
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
ま
し
た
が
、

Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
で
は
大
動
脈
原
法
に
基
づ
い
た

指
標
で
あ
る
た
め
血
圧
の
影
響
を
受
け
に

く
く
、
高
い
正
確
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
の
臨
床
的
意
義
… 

１
．
動
脈
硬
化
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と

し
て
の
指
標 

２
．
高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
、

脳
梗
塞
な
ど
の
マ
ー
カ
ー 

３
．
血
管
老
化
の
指
標 

Ａ
Ｂ
Ｉ
の
臨
床
的
意
義
… 

１
．
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
の
鑑
別
診
断 

２
．
閉
塞
性
血
栓
血
管
炎
の
診
断 

　
こ
の
検
査
で
は
患
者
さ
ん
の
両
手
・
両

足
に
血
圧
測
定
用
の
カ
フ
を
巻
き
、
更
に

両
手
に
心
電
図
用
電
極
を
つ
け
、
心
臓
の

音
を
記
録
す
る
た
め
マ
イ
ク
を
胸
に
装
着

し
ま
す
。
手
足
の
血
圧
を
測
定
す
る
と
き

に
若
干
の
締
め
付
け
感
が
あ
り
ま
す
が
、

痛
み
な
ど
は
な
く
、
測
定
時
間
も
約
４
分

く
ら
い
で
仰
向
け 

に
寝
て
い
た
だ
く 

だ
け
の
簡
単
な
検 

査
で
す
。
ご
希
望 

の
方
は
主
治
医
に 

ご
相
談
下
さ
い
。 

　
栄
養
科
は
、
管 

理
栄
養
士
７
名
と 

委
託
調
理
部
門
（株） 

日
米
ク
ッ
ク
と
共
に
、 

大
き
く
は
次
の
２
つ
の 

業
務
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
入
院
患
者
さ
ん
の
食
事
に
つ
い
て
で
す
が
、

み
な
さ
ん
は
食
事
が
病
院
の
ど
こ
で
作
ら
れ

管
理
さ
れ
て
い
る
か
、
ご
存
じ
で
す
か
？
実

は
、
栄
養
科
事
務
所
と
厨
房
は
地
下
１
階
に

あ
り
目
立
ち
ま
せ
ん
が
、
早
朝
か
ら
夜
遅
く

ま
で
３
６
５
日
フ
ル
稼
働
し
て
い
ま
す
。
食

事
は
患
者
さ
ん
の
状
態
に
合
わ
せ
て
、
き
ざ

み
食
や
ペ
ー
ス
ト
食
な
ど
の
食
形
態
に
応
じ

た
り
、
特
別
な
制
限
や
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る

方
に
は
個
別
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

糖
尿
病
食
な
ど
種
類
も
た
く
さ
ん
あ
り
１
回

に
４
０
０
食
以
上
を
越
え
ま
す
が
、
で
き
る

だ
け
各
個
人
の
嗜
好
に
合
わ
せ
た
も
の
が
提

供
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

週
１
回
食
事
を
選
ん
で
い
た
だ
け
る
選
択
メ

ニ
ュ
ー
や
、
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
カ
ー
ド
を
添

え
た
行
事
食
を
実
施
し
た
り
、
少
し
で
も
食

事
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て

い
ま
す
。 

1

外
来
や
入
院
患
者
さ
ん
の 

栄
養
教
育 

　
栄
養
教
育
は
、
中
棟
２
階
に
あ
る
栄
養
相

談
室
、
糖
尿
病
教
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。
必

要
な
方
に
は
医
師
が
栄
養
科
ま
で
依
頼
を
し

て
い
ま
す
が
、
食
事
の
仕
方
や
食
べ
物
に
つ

い
て
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
と
い
う
疑
問
や

話
が
聞
い
て
み
た
い
、
な
ど
の
希
望
が
あ
る

方
も
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
主
治
医
に
お
申

し
出
下
さ
い
。
ま
た
、
調
理
実
習
を
含
め
た

腎
臓
病
教
室
や
減
塩
教
室
も
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
（
ご
家
族
の
参
加

も
可
）
は
栄
養
相
談
室
ま
で
お
気
軽
に
声
を

お
か
け
下
さ
い
。 

2

〜 
動
脈
硬
化
の
検
査 

〜 

 検
査
室
だ
よ
り



JA広島総合病院／広報誌「せと」第13号　　　　　　　　　　2005年（平成17年）5月10日（火曜日）発行 

4

各
科
外
来
診
察
予
定
表

よく確
かめて

おいで
下さい

※整形外科の初診受付は午前10時までとなりますのでご注意ください。 
※各担当医師については、急な手術、出張等により代診・休診とさせていただく場合がありますのでご了承ください。 

平成17.5.1現在 

診療科 
曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

高　橋 大庭（初再診） 初　診 
第 一 内 科  
（呼吸器） 

村　井 

再　診 高橋・村井 高　橋 村井・大庭 

喘息外来 
広大医師 

午後診療 
１：３０～３：３０ 

初　診 
８：３０～１１：００ 

再　診 
８：３０～１１：３０ 
（予約再診を除く） 

初　診 
８：３０～１１：００ 
再　診 
８：３０～１１：３０ 

８：３０～１１：００ 

８：３０～１０：００ 

８：３０～１１：００ 

８：３０～１１：００ 

８：３０～１１：００ 

８：３０～１１：００ 

８：３０～１１：００ 

８：３０～１１：００ 
（火・木・金初再診） 

８：３０～１１：３０ 
（木曜は手術の為休診） 

前　田 藤　井 初　診 
第 一 内 科  
（循環器） 

國　田 友　弘 小　林 

藤井・友弘 再　診 前田・友弘 小　林 前田・小林 藤井・國田 

午後診療 
１：００～３：３０ 関　口 関　口 関　口 

初　診 
第 二 内 科  
（腎臓） 

串畑 
倉恒（初再診） 倉　恒 平　林 

平林・倉恒 再　診 平　林 串　畑 

午後診療 
１：３０～３：３０ 

CAPD外来 
平林・串畑・倉恒 

石田（和） 初　診 
第 二 内 科  
（糖尿代謝） 

木　戸 河　面 

金沢・大田 再　診 重　光 藤本・大田 
奥田 金沢・重光 奥　田 

茂　木 初再診 形 成 外 科  茂　木 茂　木 

田　口 初再診 
脳神経外科 

木　下 黒　木 湯　川 湯　川 

湯　川 再　診 黒　木 田　口 田　口 黒　木 

渡 初再診 呼吸器外科 渡 渡 手術日 片　山 

藤　本 初　診 

産 婦 人 科  

内　藤 澤　崎 内　藤 山　本 

内藤・澤崎 再　診 山本・澤崎 内藤・藤本 藤本・山本 藤本・澤崎 

午後診療 
２：００～３：００ 予約診療 予約診療 

初再診 
皮　膚　科 

午後診療 
３：３０～４：００ 特殊外来 

河面・木戸 再　診 石田（和）・河面 
木戸 

石田（和）・河面 
木戸 石田（和）・河面 石田（和）・木戸 

午後診療 
１：３０～３：３０ 河　面 石田（和） 

小松・浅本 初　診 第 三 内 科  
（消化器） 

石田（邦） 徳　毛 大　原 品　川 

徳　毛 再　診 小松・大原 石田（邦）・品川 小　松 石田（邦）・浅本 

中畠・下薗 初再診 

小　児　科 

中畠・河村 河村・下薗 中畠・下薗 中畠・河村 

慢性疾患 
腎・肝炎・喘息等 

午後診療 
２：００～３：００ 

予防接種 
心臓・乳児検診 

（1才半から第2・第4火曜） 

慢性疾患 
腎・肝炎・喘息等 

乳児検診 
（要予約） 

中光・永田 
加藤（1.3.5週） 
長谷（2.4週） 

初再診 外　　　科 
角・今村 
湯浅 

中光・長谷 
香山 

永田・加藤 
湯浅 

角・今村 
香山 

初　診 
心臓血管外科 

川　上 清　水 中　尾 

再　診 川上・中尾 清　水 中尾・望月 

藤本・重光 初　診 整 形 外 科  
初診10時迄 

大　田 金沢・重光 奥　田 金沢・大田 

初 診 再 診 午後診療 

森川・田中 
　瀬 

森川・田中 
　瀬 

森川・田中 
　瀬 

森川・田中 
　瀬 

森川・田中 
　瀬 
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１
．
あ
な
た
は
、
個
人
的
な
背
景
の
違
い

や
病
気
の
性
質
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、

必
要
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

２
．
あ
な
た
は
、
医
療
の
内
容
、
そ
の
危

険
性
お
よ
び
回
復
の
可
能
性
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
十
分
な
納
得
と
同
意
の

う
え
で
適
切
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

３
．
あ
な
た
は
、
今
受
け
て
い
る
医
療
の

内
容
に
つ
い
て
ご
自
分
の
希
望
を
申
し

出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

４
．
あ
な
た
の
医
療
上
の
個
人
情
報
は
保

護
さ
れ
ま
す
。 

５
．
あ
な
た
に
研
究
途
上
に
あ
る
治
療
を

お
す
す
め
す
る
場
合
に
は
、
治
療
の
内

容
や
従
来
の
治
療
方
法
と
の
違
い
な
ど

に
つ
い
て
、
前
も
っ
て
十
分
な
説
明
を

し
ま
す
。 

１
．
安
心
な
病
院
　
私
た
ち
は
、
す
べ
て

の
人
に
信
頼
さ
れ
る
医
療
の
実
現
に
努

め
ま
す 

２
．
親
切
な
病
院
　
私
た
ち
は
、
和
と
思

い
や
り
の
心
を
大
切
に
し
ま
す 

３
．
身
近
な
病
院
　
私
た
ち
は
、
地
域
に

密
着
し
た
医
療
と
健
康
的
な
生
活
の
提

供
に
努
め
ま
す 

４
．
立
派
な
病
院
　
私
た
ち
は
、
最
新
の

知
識
と
技
術
を
習
得
し
良
質
な
医
療
の

提
供
に
努
め
ま
す 

第
一
内
科 

　
　
村
井
　
博 

J
A
広
島
総
合
病
院
基
本
理
念

患
者
さ
ん
の
権
利

　
昭
和
６３
年
広
島
大
学
卒
業
後
、
２
年
間

の
内
科
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
呼
吸
器

疾
患
の
診
療
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

８
年
間
、
前
任
の
吉
島
病
院
で
学
ん
だ
事

が
生
か
せ
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

第
二
内
科 

　
　
倉
恒
　
正
利 

　
平
成
８
年
広
島
大
学
卒
の
倉
恒
『
く
ら

つ
ね
』
で
す
。
先
の
４
年
間
は
大
学
で
研

究
に
明
け
暮
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
４
月

か
ら
腎
臓
内
科
医
と
し
て
当
院
に
勤
務
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
明

る
い
こ
と
と
元
気
な
こ
と
が
取
り
柄
で
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

第
一
内
科 

　
　
大
庭
　
三
沙 

　
こ
の
度
、
４
月
よ
り
呼
吸
器
内
科
で
働

か
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
研
修

医
を
終
え
た
ば
か
り
で
分
か
ら
な
い
事
も

多
く
御
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
と
は
思
い
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

早
く
病
院
に
慣
れ
楽
し
く
働
け
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

新
任
Dr
の
紹
介

診療科
曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

廣本・稗田初　診
泌 尿 器 科

小深田 望　月 廣　本 小深田・稗田

望　月再　診 廣本・望月 廣本・小深田 稗田・小深田 望　月

二井・胡田初再診眼　　　科 二井・胡田 二井・胡田 二井・胡田 二井・胡田

平　田初　診

耳鼻咽喉科

水　野 平　田 水　野 水　野

水　野再　診 平　田 水　野 平　田 平　田

午後診療 月曜　アレルギー（３：３０～４：００）　　第2・4月曜　補聴器（１：００～４：００予約制）
（医師は交替制）

今　田初再診歯　　　科 今　田 今　田 今　田 今　田

原田・武田初再診
口 腔 外 科

原田・武田 原田・武田 原田・武田 原田・武田

手術日午　後 外来手術日 手術日 外来手術日 一般外来

初　診

再　診
精神科・心療内科

世木田世木田 世木田 世木田

世木田 世木田 世木田

世木田

松　本初再診
麻　酔　科

中　尾 東 松　本 中　尾

白　石術前診察 松　原 白　石 松　原 東

藤川・海地初再診画像診断部 藤川・秦・松浦 藤川・松浦 藤川・鈴木 藤川・秦

桐生・伊東初再診放射線治療科 桐生・伊東 桐生・伊東 桐生・伊東 桐生・伊東

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：３０

８：３０～１１：００
（再診は11：30まで）

８：３０～１１：００
（再診は11：30まで）

８：３０～１０：３０
（予約制）

完全予約制

８：３０～１１：００
（再診は11：30まで）
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外
　
科 

　
　
香
山
　
茂
平 

　
４
月
よ
り
外
科
に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
３
月
ま
で
は
大

学
で
大
腸
肛
門
、
炎
症
性
腸
疾
患
の
外
科

の
臨
床
に
従
事
し
て
お
り
ま
し
た
。
１
日

も
早
く
皆
様
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
様
に
頑

張
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

整
形
外
科 

　
　
奥
田
　
晃
章 

　
こ
の
度
、
整
形
外
科
に
勤
務
さ
せ
て
頂

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
病
院
勤
務

時
は
脊
椎
脊
髄
班
に
属
し
、
研
究
・
臨
床

を
し
て
お
り
ま
し
た
。
廿
日
市
市
の
地
域

医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

整
形
外
科 

　
　
重
光
　
陽
一
郎 

　
平
成
６
年
６
月
よ
り
海
上
自
衛
隊
の
青

森
（
恐
山
の
麓
）・
横
須
賀
・
江
田
島
の
病

院
、
潜
水
医
学
実
験
隊
・
掃
海
隊
群
・
砕

氷
鑑
し
ら
せ
に
て
潜
水
医
学
兼
整
形
外
科

と
し
て
勤
務
し
、
出
戻
っ
て
き
た
モ
グ
リ

の
医
者
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
潜
水
の

指
導
を
し
て
い
ま
す
。
皆
様
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

脳
神
経
外
科 

　
　
木
下
　
康
之 

　
平
成
１１
年
広
島
大
学
卒
業
後
、
県
立
広

島
病
院
、
国
立
病
院
呉
医
療
セ
ン
タ
ー
、

北
九
州
総
合
病
院
に
て
研
修
さ
せ
て
頂
き
、

平
成
１７
年
４
月
よ
り
広
島
総
合
病
院
に
勤

務
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
廿
日
市
市

の
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

産
婦
人
科 

　
　
山
本
　
雅
子 

　
こ
の
度
、
産
婦
人
科
で
勤
務
さ
せ
て
頂

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
温
か
い
ス
タ
ッ

フ
に
囲
ま
れ
、
恵
ま
れ
た
環
境
で
働
け
る

こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
勉
強
さ
せ

て
頂
く
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
１
日
も
早

く
還
元
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
参
り
ま
す

の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

泌
尿
器
科 

　
　
望
月
　
英
樹 

　
植
木
先
生
と
交
代
で
泌
尿
器
科
に
勤
務

さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
医
師

１０
年
目
、
３３
歳
。
家
族
は
、
妻
（
広
島
大

学
麻
酔
科
）、
長
女
（
３
歳
）、
長
男
（
１
歳
）

の
４
人
で
す
。
想
定
の
範
囲
外
の
大
抜
擢

で
す
が
、
頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

臨
床
研
修
医 

　
　
数
野
　
祥
郎 

　
４
月
よ
り
広
島
総
合
病
院
で
研
修
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。『
か
ず
の
』
で
す
。

こ
れ
か
ら
多
く
の
事
を
吸
収
し
、
自
分
の

も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

臨
床
研
修
医 

　
　
弓
削
　
亮 

　
こ
の
度
、
４
月
よ
り
広
島
総
合
病
院
に

研
修
医
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
出
身
大
学
は
鳥
取
大
学
で
す
。

本
当
に
何
も
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
チ
ー
ム

医
療
の
一
員
と
し
て
少
し
で
も
貢
献
で
き

る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

臨
床
研
修
医 

　
　
高
木
　
康
充 

　
今
春
よ
り
研
修
医
と
し
て
皆
様
と
一
緒

に
働
か
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
小

学
３
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
廿
日
市

に
住
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
町
で
医

療
に
携
わ
る
事
が
で
き
る
の
を
幸
せ
に
思

っ
て
い
ま
す
。 

　
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

臨
床
研
修
医 

　
　
吉
見
　
聡 

　
こ
の
度
、
４
月
１
日
よ
り
広
島
総
合
病

院
に
研
修
医
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
頂
く
事

に
な
り
ま
し
た
。
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い

新
米
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
全
力
を
つ
く

し
て
医
療
に
携
わ
っ
て
い
く
つ
も
り
な
の

で
ど
う
か
暖
か
い
目
で
見
守
っ
て
や
っ
て

下
さ
い
。 

臨
床
研
修
医 

　
　
志
和
　
麻
実 

　
平
成
１７
年
愛
媛
大
学
を
卒
業
し
、
６
年

ぶ
り
に
故
郷
広
島
に
戻
っ
て
、
広
島
総
合

病
院
で
研
修
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
と
ご
迷
惑
を
お
掛

け
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
初

心
を
忘
れ
ず
頑
張
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

新
任
Dr
の
紹
介

よろ
しく

お願い
します！
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現
在
、
身
近
な
地
域
で
安
心
し
て
、
安
全

な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
最
も

大
切
で
あ
り
、
住
民
の
方
が
望
ま
れ
て
い
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
医
療
の
高
度
化
と
高
齢

化
に
と
も
な
い
、
ひ
と
つ
の
病
院
や
診
療
所

の
み
で
、
患
者
さ
ん
の
診
断
か
ら
治
療
、
療

養
ま
で
の
す
べ
て
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
大

変
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
当
院
で
は
地
域
の
医
療
機
関
と

連
携
を
と
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
た

質
の
高
い
医
療
の
提
供
を
行
う
こ
と
を
目
標

と
し
、
実
践
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

　
地
域
の
医
療
機
関
は
、
住
民
の
方
が
気
軽

に
受
診
で
き
て
、
身
近
に
よ
く
起
こ
る
病
気

の
治
療
や
健
康
管
理
を
行
う
「
か
か
り
つ
け

医
」
と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
す
。
一
方
、

当
院
は
よ
り
専
門
的
な
検
査
や
入
院
治
療
を

行
う
役
割
を
担
う
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
連
携
を
結
ぶ
の
が
、
か
か
り
つ

け
医
が
書
か
れ
る
『
紹
介
状
』
で
す
。 

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
い
ま
ま
で
の
治
療
経
過

を
生
か
し
た
検
査
や
治
療
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ

に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
関
係

者
は
様
々
な
情
報
交
換
や
勉
強
会
を
行
い
、

患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
地
域
で
療
養
さ
れ
る

た
め
の
地
域
医
療
機
関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確

立
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
か
か
り
つ
け
医
と
連
携
を
と

り
支
援
す
る
病
院
と
し
て
、
当
院
は
昨
年
８

月
に
地
域
医
療
支
援
病
院
の
承
認
を
う
け
ま

し
た
。 

　
現
在
、
当
院
で
定
期
的
に
治
療
さ
れ
て
い

る
方
で
、
お
近
く
の
医
療
機
関
で
の
治
療
を

希
望
さ
れ
る
方
は
ご
遠
慮
な
く
担
当
医
師
、

看
護
師
ま
た
は
各
科
外
来
受
付
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。 

　
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
、
お
近
く
の
医
療

機
関
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

医
療
機
関
を
上
手
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に 
医
療
機
関
を
上
手
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に 

紹介状 

紹介状 

かかりつけ医 JA廣島総合病院 
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リハビ
リコーナー

No.1

理学療法ってなんだろう？ 理学療法ってなんだろう？ 
　今回よりリハビリコーナーが始まります。その前に、皆さんは「理学療法」という言葉を知っ
ていますか？「リハビリ」という言葉は知っていても「理学療法」という言葉を聞いたことがな
い人もいるのではないでしょうか。 
　理学療法とは、病気・ケガ・寝たきりなどによって身体が不自由になった人々に対し、身体と
心の両面から機能回復・維持をはかる医療の一つです。実際には各個人の状態を調べて全体像を
つかみ、適切な治療方法・目標を設定後、治療を進めていく医療です。こうした理学療法は専門
の理学療法士によって、病院を中心に地域や介護する家族への指導、最近では予防医学に対して
の助言など幅広い範囲で行なわれています。 

※次回は一度痛めるとなかなか厄介なのが腰ということで、日頃の 

　生活動作のポイントや介護のアドバイスを紹介します。 

　ご意見等ございましたらリハビリスタッフにご相談下さい。 




